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複合動詞 r~出る/~出すj の意味分析(一)

徐民静

O. はじめに

日本語の動詞には岳他の対を戒すものがあり、 f出るj と「出すj をその

例として挙げることができる。 r芽が出る」の f出るjは岳動謁であり、 「友

達に手紙を出すj の f出すj は他動詞である。しかし、これらの動詞が護合

動読の後項動詞になった場合、 f出るj と「出す」の持つ自動性、他動性が

必ずしも維持されているわけではない。 i家を飛び出るj の「飛び出るj も

f家を飛び邑主」の f飛び出す」も自動詞文であり、同ーの事態をあらわし

ている。このことは、 f出るJと f出すj が複合動認の形を取った場合 r....._，

出るjも i"，出すjも、ともに自動詞文になるということであるが、ただ r"，

出す」は前項動詞によって他動詩文の形になる場合もある。

本穣(ー〉では、日本語のこのような自他註に焦点を当て、本動詞として

辻自他動詞のベアを成しているが、複合動詞の形になると自動詩文を敢号、

お互いに言い換えができるような場合について、詳しく考察するc

1 .先行研究

複合動語 i....._，出る/....._，出すj について研究された論文は数多くあるが、 i....._， 

出るJと i.........出すjの言い換えが可能な場合について言及されている論文には

姫野 (1977、1999)がある。姫野(1977、1999)では、護合動詞の前項部分の

意味に注目して f外部に出るj という意味を含むものと含まないもの、接頭語

等とに分類し、またそれらを f出るj を f出すj に言い換えられるものと言い

換えられないものとに分けている。姫野 (1999)の分類表を、本稿〈ー〉で辻

次の【表けとして載せておく。
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後項要素 (a)向ーの文脈で r'"'-'で I(b)言い換えられぬも
るjが r'"'-'だすjに言い換 iの

前項要素 ~えられるもの
(1) r外部への移動JI湧きでる(=湧きだす) I生まれでる 咲きでる
の意を含むもの 溢れでる 浮かびでる

にじみでる ほとばしり

でる こiまれでる漏れ

でる萌えでる

(2) r外部への移|這いでる(=這いだす〉

動j の意を含まぬも l転げでる 転がりでる

の(移動の方法・様|飛びでる 滑りでる

相を示すもの) I走りでる 潜ぎでる

にじりでる 流れでる

しみでる溶けでる

ふきでる 突きでる

速いでる さ迷いでる

漂いでる 逃げでる

逃れでる 抜けでる

忍びでる 浮かれでる

現れでる

輝きでる進みでる

捧げでる 歩みでる

泳ぎでる 踊りでる

暴れでる 舞いでる

ひよろけでる よろぱ

いでる ゆらぎでる

ゆるぎでる 抜きんで

る

〈3)接頭語等 |はみでる(=はみだす) Iおんでる さしでる
【表 1]姫野(19宮9)の表(下線は筆者によるものである。〉

姫野 (1977、1999)のこのような分類は、前項動読の共通の意義素を見出す

ことで、大別したものであり、意味分類としては有効であると患われるが、[表

1 1の(1)に該当する動詞について、 f出現Jそのものに重点、があり、 f後

項の fでるj は単にそれを強諒しているにすぎない。勺とし、 「見ると、岩

1姫野 (1977: 76) 京馬
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の裂け目から...清水が湧き出ているのである。うは「湧いているのである」

と意味の上でほとんど変わりがないと記述している。また、 (1)の動語は f込

む」や f入るj とは結合しないと述べている。しかし、前項動詞を強調するた

めの役割があるとはいえ、 「でるj を f単に強調しているにすぎなしリという

記述には少し疑問が残る。次のような用例ではどうだろうか。

( 1 )肝心のそばは、石臼挽〈び)きの生粉打ち(100%そば粉)。水は

白石神社にわき出る昌然水を使う。(読売新関 2005/02/11) 

(2) Uなめとこ山の熊」は頭のからつぼな女子高生たちが芸能界での f仕

事jに出かける話。いずれも、現代社会の愚俗に浮かび出た、みじ

めたらしい掘のような現象に密着して、その培けなさをためっすが

めつしている様子である。 (読売新開 2005/05/23) 

( 1 )の「白石神社にわき出る岳然水を使う jを「白石神社にわく自然水を

使う j に置き換えてみた場合、 「わき出るjが単に「わく j ことを強調してい

るにすぎないとしたら、 「白石神社にわく自然水を使う」に違和感がないはず

である。しかし、 「わく j には f発生」の意味が強く、継続しているものには

言いにくい。つまり、白石神社の自然水はただ fわいた(発生)Jのではなく、

自然本が継続して出ていることなので、 fわき出るjと言わなければならない。

このように、 fわき出るJと「わく j には明らかな違いがあり、単なる強調で

はないことが分かる。

(2 )の用例も(1 )の用例と民援に、 f現代社会の風俗に浮かび出た、み

じめたらしい抱のようなjを「現代社会の風俗に浮かんだ、みじめたらしい泡

のようなj に量き換えることはできない。なぜならば、 (2 )の文は、ある社

会現象が現代社会(現代人)が認識できる明確な形で現れたことを意味し、「浮

かんだj ではそういった意味をあらわすことができないからである。

(1) (2)の用例から、前項要素が「外部への移動Jの意味を含む場合で

も、姫野 (1977、1999)の言う、単なる強調とは言え在い場合があることが分

2姫野 (1977: 76) の太宰治 f走れメロス』の例。
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かる且

姫野 (1977、199的では、 [表 1]の (2)に該当する動読について、 i i出

現jの意味は含まれず、主体の移動の方法や様相を示している。すなわち、前

項動読は f出るj を修飾していると言えよう。 3Jと述べており、 【表 1]の

(2)の動読の大部分は反対方向の f込むjや f入るj とも結合すると記述し

ている。本稿(ー〉の立場からも、 「出現jそのものに重点が重かれているか

どうかが分類基準の一つになるという点は賛成できるが、 i表1]の (2)の

動詞には f突き出るj、 f抜け出るj とは言えても、 「突き入るj、 「抜け入

るjとは言えないものがあり、 f大部分Jとは書かれているが、 i.........出るj と

しか言えない動詞があり、それらについての言及が必要で、ある。

また、分析までには至らず、記述に終わっている、同ーの意味内容で fでるj

を「だす」に言い換えられる場合について、なお検討する余地がある。

本稿〈ー)では、姫野(1977、1999)の研究を踏まえ、 i.........出るj と i.......出

すjの言い換えが可能な場合には、どのような関係があり、どのような動語の

場合に可能なのか、さらに i......_，出す」が自動詞文の形であらわれるのはなぜか、

について考察する。能動的事態が自動詩文の形であらわれるのは、吉本語の特

徴の一つであると提える。

考察方法としては、姫野 (1977、1999)の分類に従い、実際の用例を叡集す

る形で、行った。ただし、本穣(ー〉では特に i......_，出るj、 i.........出すj ともに比

較的多くの用例が見つかった、 「あふれーJ r涜れ-J f突き-J f抜けー」

を取り上げ、分析を行うことにする。

2. 基本義による f-出るJ、 f-出す」の分析

本稿〈ー)では、 r.........出るJと f.........出すjの言い換えが可能な場合を考察の

対象としているが、ここではそれぞれの基本義を定義し、複合動詞 f'"'-'出るj、

r.........出すj にどのような形で基本義が影響しているのか、について述べる。

2. 1.本動謂 f出るj と複合動詞 r.........出るJ

3 姫野(1977: 76)引用
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「出るj の基本義について、宮島(1972)では f物体が砲の物体から、また

は一定の範囲の空聞から、外に移動することである。勺と述べている。宮島

(1972)の定義を本稿〈ー)の立場から定義し直すと、 「出る」の基本義は fあ

る空調かちその空間の外へ動作対象が移動する」となり、以下この定義に従い、

論を進めていくことにする。

if出るJ : rある空間からその空間の外へ動作対象が移動するJI 

本稿(ー)の考察対象である r.........出るj、すなわち、 「出るjが覆合動詞の

後項に来る場合も f出るjの基本義に影響され、移動空間や動作対象は様々で

あるが、ある空間からその空間の外への移動を意味するとしサ立場に立ち、以

下の用併を見てし、く。また f動作対象が出るj ことであるので、すべて自動詞

文の形を取るということを確認する。

(3) 1本のアコースティックギターから溢れ出てくる音色。

(News2u.net 2007/11/20) 

(4)この時、舞台に立った子供たちの生き生きとした表構に目がくぎ付

けになり、涙があふれ出た。(毎日新聞 2007/12/03) 

(5 )こすったストローを蛇口から流れ出る水道水に近付けると「水道水

は引き寄せられるj としづ生徒と、 f離れるj という生徒に分かれ

てしまった。(読売新聞 2006/07/11) 

(6 )フライパンにバターを溶かし、輪切りのリンゴを並べたらふたをし

て、リンゴから流れ出た汁がジュブジュブしてきたら火を止める。

(読売新語 2006/02/09) 

(3)の「あふれ出るjは、ギターの演奏者によって音が出されるわけだが、

音を出す演奏者は文中からは消え、ギターそのものから「音が出るj ことが文

にあらわれている。 (4)は自分の中にあった f涙jが謂めきれず、自分の外

4 宮島 (1972: 563) 引用
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領'Jに f出たj という意味で捉えることができる。 (5)の fある空間jは「水

道管Jであり、水道警のタトに f水道水j が「出たj ことであり、 (6)は「リ

ンゴj から fリンゴの外へj 、 「汁j が f出たj ことである。 (3)----(6) 

の用例からは、動作対象である「音色Jや f涙J、 「水道水J、 リンゴjす

べてに意志性がないという共通点が晃られる。

(7) 4つのヒレとワニのように突き出た鼻を持つE大なアシカのような

動物で、専門家によると f海のティラノサウルス・レックスjに例

えられるという。 (AFPBB News 2007/12/05) 

(8) しかし、 1遺構ほど前に再び近くを通ると、割れたアスフアルト舘

装の部分から、白いダイコンの f頭jが見えていたという。今は長

さ5センチほどが地面から突き出て、葉は約 20センチまで伸びて

し、る。 (asahi.com 2007/12/04) 

(7) (8)の「突き出るJは、頭の表面から外へ鼻が突き出ている状態5を

言い、 fあふれ出る、流れ出る、抜け出るJとは性誌が異なる。本稿(ー)で

は、出現を含む移動性のある f----出るj を取り上げているので、 (7) (8) 

のような状態をあらわす f突き出る」 は考察対象から割愛するc

(9)東京・渋谷で行われた会見にはモデルのマヲエさんが登場。漫画か

ら抜け出てきたようなゴージャスさを見せて、高品のアピーノレに一

役買っていた。(フジサンケイ 2007/11/19) 

(1 0)オシム監督は依然として集中治療室 (ICU)に入っているが、こ

の日は 16日に入院してから務めて大きな検査を受けなかったと

いう。田鳴専務理事は r1自に何度も検査をしなければならないと

ころから抜け出たということが、ひとつのヤマを越えたということ

になるのかもしれなるリと説明した。

5 金田一 (1976)によると、このような動認を「ある状態を帯びることをあらわす動詞

(第四種の動詞)J として分類している。「聾える、すぐれる、おもだっ、ずばぬける、

ありふれるj などの動認がこの分類に属する。
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(nikkansports.com 2007/11/20) 

(9 )は f漫画の中j から「漫画の外jへ「ゴージャスさj が「出たj こと

であり、 (1 0)は「ある事態Jから「その事態の外jへ「オシム監督j が

f出たJことである。 (9)の動作対象は議密に言うと「ゴージャスさjで

あるが、文の意味内容から考えると、 r (ゴージャスさな格好をしている)モ

デルのマリエさんjであり、 (1 0)の動作対象は fオシム監普jである。つ

まり、 「抜け出るJの動作対象は、意志性があると言える。

以上、 (3) '"'-(10)の用例から f出るj が複合動詞の後項動詩になって

も、その複合番号育の意味iこ「出るjの基本義が影響を与えていることを確認し

た。もちろん、それぞれ前項動認によって動詞全体の意味に違いが出てくるこ

とは言うまでもない。

2. 2.本動詔 f出すj と複合動詞 f-----出すj

f出るjの基本義を「ある空間からその空需の外へ動作対象が移動するj と

上述したが、それを墓に「出すJの基本義を考えてみると、 「ある空間からそ

の空間の外へ動作主体が動作対象を移動させる」ということになる。

|「出すJ: rある空間からその空間の外へ動作主体が動作対象を移動させるJl

他動詞「出すj は前項動詞が自動詞の場合iこは自動語、他動詞の場合には

他動詞となり吾、それぞれ自動詩文、または他動詩文の形を取る。以下の用例

から確認する。

(1 1) 目頭からは、熱い涙があふれ出した。

(サンケイスポーツ 2007/11/1的

(1 2)その思いのあまり、あふれ出す感情を野手に向けてしまった。気

迫の 5回 1失点〈自責0)で3年連続の 2ケタ勝利達成。

6 rあふれる(自)十出す(他) =あふれ出す(自)J
「突く (他) +出す(也) =突き出す (他)J
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(デイリースポーツ 2007/10/02) 

(1 1)の fあふれ出すj は、上の定義に従うと、 fある空間(百頭の奥)

からその空間の外(百頭の外)へ動作主体が露作対象(涙)を移動させるj と

いうことであり、 (1 2)の fあふれ出すj も同様に考えることができる。し

かし、 f涙があふれ出すj を f目頭の奥から目頭の外へ動作主体が涙を移動さ

せるj と解釈するには、動作主体と動作対象はあまりにも近接している。すな

わち、 (11) (12)の動作対象庁戻jや f感情」は動作主体の一部である

ため、動作主体は動作対象と同ーものであるとも言えるからである。

(1 3)パヲッとした春巻きの皮とトロリと流れ出す半熟卵の対比、半生

状態の紫タマネギとツナの食感の違いo (読売新聞 2007/05/31) 

( 1 4) f仕事に達成惑がないjなどの悩みも重まり、通勤中の電車で急

に涙が流れ出した。 (読売新聞 2007/11/14) 

(1 3)の f涜れ出す」は (11) (12)のように「ある空間からその空

間の外へ動作主体が動作対象を移動させるJというように考えることはできな

い。なぜならば、動作対象である「半熟卵Jに動作主体が力を与え、ある空間

の外へ半熟卵を出している、というような、動作主体が別に存在しているかの

ようには考えにくいからである。つまり、 f涜れ出す半熟卵Jは、極めて告発

的であり、自動詞的であると言える。 (14)の f流れ出した」は二つの意味

で捉えることができる。一つは、 fある空間(体)からその空間の外(体の外〉

へ動作主体が動作対象台戻)を移動させるj という場合と、もう一つは i""'-'だ

すjが開始のアスペクトを意味する場合である。 f""'-'だすJが関姶の意味をあ

らわす場合はすでに「出る/出すjの持つ fものの移動j の意味はなく、構助

動読としての設割を担う。「流れ出したjを開始のアスペクトで捉えた場合は、

「流れ出たj と言い換えることはできない。なぜならば、欝始の f-----だすJは

すでに形式化していて、 f出るjと f出すjの対応が成り立たなし功込らである。
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それ款に、欝始アスペクトの f-，，-，だすj も本稿(ー)の考察対象からは除外す

る。 7

(1 5)三角形に突き出した域ヶ崎は船のへさきにそっくり。

〈読売新聞 2005/10/01) 

( 1 6) r生徒を警察に突き出すことは教育者として出来ないj。これが、

今も教師の多くが抱いている考え方のようだc

(読売新開 2006/12/20) 

(1 5)の f突き出す」は (7)の「突き出るj と同じように、移動性がな

く、状撃性が強い。このように状態性の強い[突き出すjは自然発生的で極め

て自動的と言える (1 6) の f突き出すj は本積(ー〉で定義した「出す」

の基本義 fある空間からその空間の外へ動作主体が動作対象を移動させるjに

従って解釈することができる。つまり、 「ある空間(学校)からその空間の外

(警察)に動作主体(先生)が動作対象(生徒)を移動させる(突き出す)J 

ことであり、動作主体は f何かをj移動させるので、 「動作対象を'"'-'Jが必ず

必要であり、他動的であると言える。

(1 7)満員電車に揺られる会社勤めを終えた後は、マンションを蓋立主

して広々した匝舎で暮らしたいと考えるようになっていた。

(読売新間 2007/11/30) 

(1 8)太る悪循環から抜け出すため、今までもダンベノレや篤トレ用品な

ど、様々な道具を試してみた。(読売新聞 2005/11/24) 

(17) (18) の f抜け出すj は fあふれ出すjや「流れ出すj と違い、

動作主体と動作対象が同ーである。 r抜け出すjを他動的観点から見てみると、

(1 7) rマンションからその外へ自分が自分を出すj、 ( 1 8) r悪循環か

らその外へ自分が自分を出すj と考えることができ、動作対象(=動作主体)

7 (二)において改めて取り上げる。
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は自分自身であり、意志性がある。ここで、 f自分が自分を出すj ということ

は、 f自分を讃極的にある空間から出すJことであると考えられる。

2. 3. まとめ

以上、複合動詞の後項動詞の基本義を定義し、その基本義に従って複合動読

の「あふれ出る/あふれ出すJr流れ出る/流れ出すJr突き出る/突き出すj
f抜け出る/抜け出すj意味を分析してみた。その結果、 r""，出るJの用例 (3) 

---(10)は「出るjが後項動詞になっても自動性がそのまま意味に長挟され

ていることが確認できた。 r""'-'出すj の用例 (11)"'" (14)は、動作対象

に意志性がなく、 (17) (18)は、事態として「自分自身を出すj という

意味で意志性がある。 (16)の「突き出すJは「出すJの他動性がそのまま

反映されている唯一の他動詞文である。

3.複合動詞 r-出るJ r-出すJの言い換え

ここからは、訴に挙げた用例のうち、 r""，出るj と r""'-'出すjの言い換え耳

、能な場合に蕉点を当てて見てし、く。

3. 1. rあふれ-J

(3) 1本のアコースティックギターから溢れ出てくる(=溢れ出してく

る〉音生。

(4) この時、舞台に立った子供たちの生き生きとした表構に呂がくぎ付

けになり、涙があふれ出た(=あふれ出した)。

(1 1) 冒頭からは、熱い涙があふれ出した(=あふれ出た〉。

(1 2)その患いのあまり、あふれ出す(=あふれ出る)感情を野手に向

けてしまった。

上記の用例について fあふれ出るJと fあふれ出すjの言い換えを行って見

たが、本稿(一)の用例からは言い換えが全て可能である。ただし、 「あふれ

出る」と fあふれ出す」の言い換えが可能ではあるが、意味内容が同一だとい
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うことではない。次の(1 9)のような例はどうだろうか。

( 1 9) 5人とも個性があふれ出ていて作あふれ出していて)気持ちがい

(毎日新語 2007/04/05) 

(1 9)辻 r(作品lこ〉個性があふれ出ていてj ということであり、 r (作

品に)餌性があふれ出していてj とは言い換えることはできない。 r悟性があ

ふれ出していてj というと、作家の個性ではなく、極性自体が働いて、個性が

作家から切れてしまう。つまり、その作家自身の笹性が作品から感じられると

いうことなのに、作家の意志性が感じられないので、非文になる。さらに、「作

品にj という出る空間の認識が作用し、 fあふれ出ているjは「作家の個性が

(自然と作品に)出ているJという自動詞文として解釈できる。つまり、 ( 1 

9) の「あふれ出るj を「あふれ出すj に置き換えると、他動的意味が楊き、

「個性自身が何かを出しているJという意味になってしまうので、 (1 9)の

場合i士、言い換えが不可能である。

3. 2. r流れ j 

(5) こすったストローを蛇口から流れ出る(=流れ出す)水道水に近付

けると f水道水は引き寄せられるj と七、う生徒と、 f離れるj とい

う生徒に分かれてしまった。

(6 )フライパンにバターを溶かし、輪切りのリンゴを並べたらふたをし

て、リンゴから流れ出た(=流れ出した)汁がジュブジュブしてき

たら火を止める。

(1 3)パリッとした春巻きの皮とトロリと流れ出す(=流れ出る〉半熟

卵の対比、半生状態の紫タマネギとツナの食感の違い。

(5) (6) (1 3)の[流れ出るj と「流れ出すj は言い換えが可能で辻

あるが、 「あふれ-Jの場合と間接に意味内容が向ーではない。次の用例はど

うだろうか。

56 



(2 0) r竹酢を加えると、豚肉特有のにおいが消え、保水力がアップし、

肉汁が流れ出ない(?流れ出さなも、)効果があるんですj と生産者

の本島敏昭さん (57)0 (読売新聞 2007/03/17) 

(2 1)雨水がいっきに)11に流れ出さないけ流れ出ない)ように一時た

めておく下水道の施設。(東京都都市整錆局)

(20) (21)は f流れ出る/流れ出すj が否定の形を取った場合だが、

言い換えると非文ではないが、文の意図が伝わらない場合があった。 (20)

の「肉汁が流れ出ない効果jが「肉汁が流れ出さない効果Jとなると違和感が

あるの辻、 (20)は肉汁が廃から出てしまうこと、すなわち、移動を抑制す

ることが文の意図であり、それが認知されているからである。 (21)の「雨

水が流れ出さないようにJが f雨水が流れ出ないようにj となると、雨水を貯

めておくことの必要性が感じられない。というのは、 「雨水が流れ出ないよう

にjには「雨水が自然に流れ出ることがないようにJとし寸意味でしか取れな

し、からである。

3. 3. r突きー」

(8 )今は長さ 5センチほどが地面から突き出て(=突き出して)、葉は

20センチまで伸びている。

(1 6) r生徒を警察に突き出す付突き出る)ことは教育者として出来

なしリ。これが、今も教師の多くが抱いている考え方のようだ。

(8 )は f突き出るJと f突き出すj の言い換えが可能だが、 ( 1 6)は不

可能である。(1 6) の f突き出すj は f動作主体が動作対象を移動させる」

という意味を持つので、動作対象に骨きかける動作主体が明確でなければなら

ないが、 f突き出るJ~こは、動作対象に動きかける動作主体が明確にあらわれ

ないため、「突き出るjと言い換えはできず、自動詞文にはできないのである。
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3. 4. r抜け-J

(9 )東京・渋谷で行われた会見にはモデルのマリエさんが登場。漫画か

ら抜け出てきた(=抜け出してきた〉ようなゴージャスさを見せて、

高品のアピールに一役買っていた。

(1 0) オシム監督は依然として集中治療室(ICじ)に入っているが、こ

の日は 16日に入院してから初めて大きな検査を受けなかったと

いう。田嶋専務理事辻円日に何度も検査をしなければならないと

ころから抜け出た(=抜け出した)ということが、ひとつのヤマを

越えたということになるのかもしれなしリと説明した。

(1 7)満員電車に揺られる会社勤めを終えた後は、マンションを蓋立単

して(牢抜け出て〉広々した田舎で暮らしたいと考えるようになっ

ていた。

(1 8)太る悪福環から抜け出す(事抜け出る)ため、今までもダンベル

や筋トレ用品など、様々な道具を試してみた。

(9) (10) (17) (18)は「抜け出るJと I抜け出すj の言い換え

が可能な場合と可能でない場合がある。 (9) は「漫彊から{抜け出てきた}

ような{ゴージャスさ}を持ったマヲエさんが登場j という意味であり、 「、漫

画で見るようなゴージャスさ」が f抜け出てきたjで、 「ゴージャスさjが「漫

画を抜け出すj とは考えにくい。しかし、 fゴージャスさj には意志性がない

が、ゴージャスなマリエさんには意志性があり、 「抜け出るj も f抜け出すj

も可能である。 (10)の場合は、動作対象に意志性がある点は(9 )と間じ

であり、 f抜け出たj を「抜け出したj と言い換えできる。しかし、文書長から

解釈すると、 「あるところからオシム監督が自分の意志で抜け出したj という

意味ではなく、 f一つの通過点としてあるところから抜け出たJという意味で

あるため、最も適切なのは「抜け出たj である。 (17) (18) も (10) 

と間様に動作対象が意志性のあるものであり、 f抜け出るjことも f抜け出すj

ことも可能だが、 (10)とは逆に動作対象の意志が強くあらわれている。(1 

7)は fマンション暮らしからの脱出j 、 ( 1 8)は「悪稽環からの説出j を
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意味し、 f抜け出たjでは動作対象(=動作主体)の強い意志での移動は感じ

られない。

(2 1) J弐酉は『利益は遠患がちに』というくらいの患いでないと、こ

れまでの通剰な収益・効率主義から抜け出せない(章抜け出られな

い)Jと強調する。(読売新聞 2006/04/18) 

(2 2) (トヨタの北米市場への)依存体質から抜け出しつつある作抜

け出つつある)とはいえ、稜ぎ頭はいまだ北米だ。その市場に変譲

が見えている。 〈読売新聞 2007/11/08) 

(21) (22)は rJ R西Jや fトヨタj とLづ組織が動作対象であるが、

ある組織というものに対する意志性の有無の判断は、組織を構成しているもの

の意志性の有無と葺結する。つまり、ある組織には、組織を動かす構成員が存

在し、その構成員には意志性があり、組織に意志性を持たせる。となると、 fJ

R茜Jや fトヨタJfま意志性のある動作対象ということになる。 iJ弐茜jや

「トヨタJは「抜け出る」と f抜け出すJの言い換えが可能だが、 (2 1)の

f抜け出せなし、Jfま f抜け出られなしリとは言えない。つまり、 「抜け出るj

は f可能形式jであらわれることが難しいと考えられるが、その理由は「抜け

出るjには動非対象の強い意志性が感じられず、そのため可能形式を取ること

も難しいと判断されるからである。 (22)の r.......つつあるJはある動作が進

行中であることをあらわし、 「トヨタは{徐々に〉依存体賞から抜け出してい

るj という解釈ができるが、 f抜け出るJ，こはやはり意志性が感じられないた

め、進行中であることをあらわしにくい。 r抜け出ているj という場合も、結

果の状態をあらわし、進行中である意味ではなしえ

以上のように f抜け出るj と「抜け出すj には「動作対象の意志位の有無j

ということが大きく作用していると考えられる。

8金詔一 (1976:22--""23)に f継続動需には他動詞が多く、瞬間動詞には自動詞が多い、
と見られるが、この様向を度挟してか、自動詞の方は瞬需動需に属する、と見られるも
のが少なからず存することは興味あることと患うパと述べられており、その例としてfき
めるJは継続動謂であるが、 fきまるj は瞬間動詞であるとしている。
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4. おわりに(まとめ〉

本稿(ー〉で丘、①本動詞「出る/出すj と護合動謁 r，...，__出る/，...，__出すj と

の意味上の関係、号 f，...，__出るJと r，...，__出すj の言い換えについて、可能な場合

には、どのような関係があり、どのような場合に可能なのか、 @r，...，__出す」が

自動詞文の形であらわれるのはなぜか、について明らかにするため、具体的事

例として次の fあふれ出る/あふれ出すJ r流れ出る/流れ出すJ I突き出る

/突き出すJ r抜け出る/抜け出すj を取り上げ、考察を進めた。その結果、

次のような結論を出すことができた。

①本動認と複合動詞との関係

f，...，__出るjの場合、基本義が複合動読の意味にも影響を与えていた。ただし、

f突き出る」には、移動性が弱く、状態性が5齢、ため、本稿(ー〉の考察対象

からは徐外した。 f""，出すjの場合、基本義が護合動詔にも影響を与えてはい

るが、 「突き出すj のみで、あった。 I突き出すj以外の複合動詞は、抱動詞で

はなく、自動語で、あった。ただし、 f突き出るj と同様に状慈性の強い邑動詞

f突き出すJは本稿(ー〉の考察対象からは除外した。

② 1'"'-'出るJと 1"'"出すj の言い換え

ほとんどの場合に言い換えが可能で、はあったが、言い換えた文の意味が同ー

ではなかった。もっと厳密に言うと、ほとんどの場合に言い換えられないとも

言える。言い換えが可能かどうかには個別的に、動作対象の意志性の有無、否

定形式、可能形式、進行(継続)などの問題があった。

③ r""，出すJが自動詩文的形であらわれるのはなぜか

本稿(ー)は、本動詞の基本義から複合動詞の意味を探り、他動詞である

f出すjが複合動詞の後項にくる場合、なぜ、能動語にならないのかが、疑問の

一つで、あった。 f"，出る/'"'-'出す」の結合形式の自他性は、自動語と他動詞が

結合すると、自動誌になり、前項部分に他動認がくる場合のみ他動詞になる(例

えば、突き出す)ことが分かつたが、 「突き出す」以外の複合動認はなぜ自動

詞になるのかについては明らかにできなかった。

今回の考察の過程で、 1"'"出る/'"'-'出すjの動作対象の意志性が動詞の自能

性iこ大きく作用していることが明らかになったが、まだ解明できていない部分

60 



もある。前項動詞が能動詞の場合 i.......出るj と i，，-，出すj が、ともに付く場合

とどちらか片方にしか付かない場合があり、これらについて詳しく考察するこ

とが、今回明らかにできなかった部分の解明につながると考えられるため、引

き続き次の論文で考察を進めることにする。
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